
令和８年４月１７日更新

項目 当施設の取組

法人や事業所の経営理念やケア方針・

人材育成方針・その実現のための施

策・仕組みなどの明確化

法人理念、各事業所毎の理念やケア方針を基に、各事業所、各部署ごとに年度

目標を立案し上で、各部署毎の事業計画を立案している。

他産業からの転職者、主婦層、中高年

齢者等にこだわらない幅広い採用の仕

組みの構築

研修機関での初任者・実務者研修を働きながら受講できるようにしている。基

本給の中に年齢給を設定している。その人に合った業務ができるように「介護

助手」を配置している。

職業体験の受入れや地域行事への参加

や主催等による職業魅力度向上の取組

の実施

地域の地区行事の参加、民生児童委員の会議への参加、まちづくり協議会主催

の活動への参加、ボランティア連絡協議会等と共同で行事を企画・運営してい

る。

働きながら介護福祉士取得を目指す者

に対する実務者研修受講支援や、より

専門性の高い介護技術を取得しようと

する者に対するユニットリーダー研

修、ファースト・ステップ研修、喀痰

吸引、認知症ケア、サービス提供責任

者研修、中堅職員に対するマネジメン

ト研修の受講支援等

認知症関連資格の研修や全国老人保健協会主催の修了書等が交付される研修に

毎年、研修毎に１名以上参加している。長期受講研修、実習受入、産育休の代

替職員は派遣会社等と契約し、時期や業務内容（介護助手）など派遣や有期雇

用している。喀痰吸引研修では、施設内で研修制度を実施しており、昨年度は

３名が修了しています。

研修の受講やキャリア段位制度と人事

考課との連動

施設、各部署、各自の目標設定に応じて施設から業務として研修の受講を行っ

ている。資格（取得）により賃金表が決定する賃金規定と人事考課規定になっ

ている。

子育てや家族等の介護等と仕事の両立

を目指す者のための休業制度等の充

実、事業所内託児施設の整備

同法人の病院内に24時間の託児所があり利用できる。育児休暇規定があり、所

定労働時間の短縮より就業している職員もいる。

有給休暇を取得しやすい雰囲気・意識

作りのため、具体的な取得目標（例え

ば、１週間以上の休暇を年に●回取

得、付与日数のうち●％以上を取得）

を定めた上で、取得状況を定期的に確

認し、身近な上司等からの積極的な声

かけを行っている

全職員に、年に１回７日間連続休暇取得（リフレッシュ休暇）を推奨してい

る。その休暇にて有給休暇を使用して頂くことを施設長・所長からの声かけに

て職員へ所得できるように推進している取組を実施している。

業務や福利厚生制度、メンタルヘルス

等の職員相談窓口の設置等相談体制の

充実

コンプライアンス小委員会を設置し、メンタルヘルス等の職員の相談窓口を設

置できる体制としている。

事故・トラブルへの対応マニュアル等

の作成等の体制の整備

緊急時も含めた事故・トラブルに対しての対応マニュアルがあり、各部署にも

マニュアルの作成がされている。

厚生労働省が示している「生産性向上

ガイドライン」に基づき、業務改善活

動の体制構築（委員会やプロジェクト

チームの立ち上げ、外部の研修会の活

用等）を行っている

生産性向上推進委員会を立ち上げ、生産性向上ガイドラインに基づき、介護ロ

ボットや介護ソフト等の導入を検討しながら業務改善に向けて取組を行ってい

る。

介護ソフト（記録、情報共有、請求業

務転記が不要なもの。）、情報端末

（タブレット端末、スマートフォン端

末等）の導入

「ほのぼのnext」を導入し、タブレット端末を活用し、入所・通所・認知症対

応型にて記録システムのICT活用を行い業務量の軽減を図っている。

介護ロボット（見守り支援、移乗支

援、移動支援、排泄支援、入浴支援、

介護業務支援等）又はインカム等の職

員間の連絡調整の迅速化に資するICT

機器（ビジネスチャットツール含む）

の導入

入所、通所では、職員がインカムを導入し所在等の確認や連絡等もスムーズに

行うことができる。また入所では、眠りScanを４０台導入しており、利用者の

状態を確認しながら対応できることで業務効率を図っている。記録や報告様式

に関しては、「ほのぼのnext」を導入し、タブレット端末やPCでに記録や申し

送りを行うことで作業負担の軽減や情報共有を図っている。

業務内容の明確化と役割分担を行い、

職員がケアに集中できる環境を整備。

特に、間接業務（食事等の準備や片付

け、清掃、ベッドメイク、ゴミ捨て

等）がある場合は、いわゆる介護助手

等の活用や外注等で担うなど、役割の

見直しやシフトの組み換え等を行う。

食事の配膳・下膳、居室やフロア等の掃除など「介護助手」を導入して、間接

的介護業務の役割分担を行っている。また、送迎運転業務や利用者の荷物運び

を行い、シルバー人材センター派遣や有期雇用を行い、間接的に介入できるよ

うに役割分担を行っている。

ミーティング等による職場内コミュニ

ケーションの円滑化による個々の介護

職員の気づきを踏まえた勤務環境やケ

ア内容の改善

月に１回、部署内での会議があり、その中で上がった課題は全体会議にて上げ

れる流れとなっている。ミーティングではグループワークの時間を設定し、課

題解決に全員で取り組んでいる。

地域包括ケアの一員としてモチベー

ション向上に資する、地域の児童・生

徒や住民との交流の実施

地域の支援学校が定期的に来設してくれている。地域の地区、民生児童委員、

まちづくり推進委員会、ボランティア連絡協議会等と共同で行事を企画。運営

している。年に１回秋祭りを開催しており、地域住民の方々や児童も参加され

ている。
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